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議長会HP

得
た
後
、
全
国
の
市
議
会
へ

通
知
す
る
方
針
だ
。

平
成
２７
年
５
月
、
当
時
の

有
村
治
子
男
女
共
同
参
画
担

当
大
臣
が
本
会
の
佐
藤
祐
文

会
長
を
訪
ね
、「
安
倍
内
閣

で
は
『
女
性
の
活
躍
』
に
政

府
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
標
準
市
議
会
会
議
規
則

に
出
産
に
伴
う
議
会
の
欠
席

に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
も

ら
い
た
い
」
と
要
請
。
こ
れ

を
受
け
、
本
会
は
同
規
則
に

出
産
欠
席
規
定
を
設
け
、
全

国
の
市
議
会
に
そ
の
旨
、
通

知
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
現

在
は
9
割
以
上
の
市
議
会
で

橋本大臣、稲田議員、有村議員と三議長会代表
 （中央右）（右から 2 人目）   （右端）

自民党WG自民党WG
橋 本 大 臣橋 本 大 臣 女性議員の活躍支援女性議員の活躍支援

規
定
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
橋
本
担
当
大
臣
は
要
請

の
中
で
、「
産
前
・
産
後
期

間
に
も
配
慮
し
た
会
議
規
則

の
整
備
を
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
は
女
性
の
政
治
参
画
を

進
め
る
上
で
必
要
な
こ
と

だ
。
第
5
次
男
女
共
同
参
画
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令
和
３
年
度
政
府
予
算
案

が
1２
月
２1
日
の
閣
議
で
決

ま
っ
た
。
地
方
予
算
で
は
地

方
交
付
税
が
前
年
度
比
９
０

０
０
億
円
増
の
1７
兆
４
０
０

０
億
円
と
な
り
、
３
年
連
続

で
増
加
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
で
地
方
財
政
は
一
層
厳
し

い
環
境
に
置
か
れ
て
お
り
、

政
府
は
交
付
税
増
で
地
方
を

下
支
え
す
る
。

地
方
譲
与
税
を
含
む
地
方

税
収
は
３
兆
６
０
０
０
億
円

減
の
39
兆
９
０
０
０
億
円
。新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
前
年

度
水
準
を
大
き
く
下
回
っ
た
。

財
源
不
足
を
補
う
た
め
に

地
方
が
発
効
す
る
臨
時
財
政

対
策
債
は
２
兆
３
０
０
０
億

円
膨
ら
ん
で
5
兆
５
０
０
億

円
。
こ
う
し
た
結
果
、
自
治

体
が
自
由
に
使
え
る
一
般
財

源
総
額
は
、
交
付
団
体
ベ
ー

ス
で
前
年
度
を
２
０
０
０
億

円
上
回
る
6２
兆
円
と
な
っ
た

（
予
算
案
は
次
号
１
月
15
日

号
で
詳
報
予
定
）。

交
付
税
３
年
連
続
増

令
和
３
年
度
地
方
予
算

会
議
規
則「
欠
席
」規
定

本
会
は
今
後
、
標
準
市
議

会
会
議
規
則
の
改
正
の
検
討

に
入
る
。
改
正
が
決
ま
れ
ば

令
和
３
年
２
月
の
理
事
会
・

評
議
員
会
に
報
告
、
了
承
を

【
２
面
に
続
く
】

お
知
ら
せ

旬
報
１
月
５
日
付
第

２
１
４
３
号
は
、
1
月

15
日
付
２
１
４
３
・
４

号
の
合
併
号
と
し
て
発

行
し
ま
す
。

「
産
休
期
間
に
配
慮
を
」

「
産
休
期
間
に
配
慮
を
」

橋
本
聖
子
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
は
1２
月
２3
日
、
全
国
都
市
会
館
に

三
議
長
会
代
表
を
訪
ね
、
女
性
議
員
の
活
躍
支
援
の
た
め
、
会
議
規
則
の

欠
席
規
定
で
「
産
前
・
産
後
期
間
に
も
配
慮
し
た
整
備
」
を
進
め
る
よ
う

要
請
し
た
。
こ
の
日
、
自
民
党
女
性
活
躍
推
進
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

が
同
趣
旨
の
要
請
で
来
訪
し
て
お
り
、
こ
れ
に
賛
同
し
て
自
ら
の
出
産
経

験
を
述
べ
た
。
三
議
長
会
を
代
表
し
て
本
会
の
野
尻
哲
雄
会
長
（
大
分
市

議
会
議
長
）
は
前
向
き
に
対
応
す
る
方
針
を
伝
え
た
。
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１、ご要請は、多様な住民が地方議会に参画し、
活動するに当たり、大変重要な意義を有する
１、９割以上の市議会で、会議規則に「出産」
欠席事由を明文化済み。一方で、「産前産後」
への配慮、「育児」「介護」などについてはほ
とんどの地方議会で明文化されていない。検
討して前向きに対応を図りたい
１、地方議会に多様な人材が求められている。
地方議会の自己改革と併せ、今回の対応がそ
の弾みとなることを強く期待する
１、地方議会の位置付けと議員の職務等を地方
自治法に明記いただくのも必要。三議長会は
厚生年金への地方議員加入実現も求めている

１、政治に民意を反映させ、すべての人が暮ら
しやすい地域を作るには地方議会での女性の
参画拡大が大変重要
１、議員活動、家庭生活の両立支援体制の整備
をはじめとした女性議員が活躍しやすい環境
整備が急務
１、地方議会で会議規則（出産欠席事由）の整
備が飛躍的に進んだ。産前・産後期間にも配
慮した会議規則の整備は女性の政治参画を進
める上で大変重要
１、地方と国が連携して、政治分野で女性の参
画拡大に取り組んでいきたい

１、日本では女性の政治参画が遅れている。女
性議員が一人もいない市議会が 31、町村議会
が 280 ある（令和元年末時点）。若い世代の
女性は議会に最も代表を送れていない層だ

１、議会人は労働基準法が定める労働者に該当
せず、産前６週間、産後８週間の休業取得対
象になっていない

１、ほとんどの地方議会で産前産後の休業期間
に関し、明文規定がない

１、少数である地方女性議員が公務と出産等の
ライフイベントとの両立を図れるようしてほ
しい

橋本大臣の要請要旨橋本大臣の要請要旨 自民党 WG の要請要旨自民党 WG の要請要旨

野尻会長発言要旨野尻会長発言要旨

三議長会への要請と本会の対応

会
議
規
則
の
整
備
状
況

会
議
規
則
の
整
備
状
況

【
1
面
か
ら
続
く
】

右手奥より橋本大臣、稲田議員、有村議員（全国市議会議長会会長室）

受
け
止
め
て
い
る
。
趣
旨
を

踏
ま
え
、
標
準
会
議
規
則
や

関
連
通
知
の
見
直
し
な
ど
に

本
会
の
全
国
８
１
５
市
区

を
対
象
と
し
た
最
新
の
平
成

30
年
の
実
態
調
査
に
よ
る
と
、

「
出
産
（
議
員
本
人
）」
に
伴

う
欠
席
に
関
す
る
会
議
規
則

は
７
５
４
市
区
（
9２・5
％
）

が
定
め
、
10
市
区
で
活
用
事

例
が
あ
っ
た
。
同
２8
年
で
規

定
し
て
い
た
の
は
７
２
５
市

区
。
翌
２9
年
は
７
４
５
市
区

で
、
規
定
す
る
市
議
会
が

年
々
増
え
て
い
る
。

基
本
計
画
に
関
連
す
る
取
り

組
み
を
盛
り
込
む
予
定
。
地

方
と
国
と
が
連
携
し
て
、
政

治
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参

画
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
地
方
議
会

で
の
対
応
を
求
め
た
。

ま
た
、
自
民
党
女
性
活
躍

推
進
特
別
委
員
会
の
稲
田
朋

美
衆
議
院
議
員
（
同
特
別
委

「
女
性
の
働
き
方
改
革
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
座
長
）

は
「
地
方
議
会
の
規
則
に
、

産
前
６
週
間
、
産
後
８
週
間

の
休
業
取
得
を
書
い
て
い
た

だ
く
こ
と
を
自
民
党
と
し
て

提
言
し
て
い
る
の
で
お
願
い

し
た
い
」
と
要
請
、
担
当
の

有
村
参
議
院
議
員
（
元
大

臣
）
も
「
こ
れ
は
女
性
だ
け

の
問
題
で
な
い
」
と
述
べ
、

社
会
全
体
で
取
り
組
む
問
題

だ
と
の
認
識
を
示
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
野
尻
会
長

は
、
多
く
の
市
議
会
で
「
出

産
」
欠
席
事
由
の
会
議
規
則

明
記
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に

触
れ
な
が
ら
「
大
変
重
要
な

意
義
を
有
す
る
も
の
と
重
く

つ
い
て
検
討
し
、
前
向
き
に

対
応
を
図
り
た
い
」
と
応
じ

た
。
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政
府
は
1２
月
８
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
受
け
、
追
加
経
済
対
策

を
閣
議
決
定
し
た
。
地
方
側

の
増
額
要
望
が
強
い
「
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」
を
１
・

５
兆
円
追
加
。
ま
た
、
医
療

体
制
整
備
の
た
め
「
緊
急
包

括
支
援
交
付
金
」
も
増
額
し

た
。追

加
経
済
対
策
は
今
年
度

で
３
回
目
。
事
業
規
模
は

７3
・
６
兆
円
で
、
こ
の
う
ち

国
歳
出
は
30
・
６
兆
円
、
地

方
歳
出
は
１
・
７
兆
円
。
政

府
は
今
年
度
の
第
３
次
補
正

予
算
と
、
来
年
度
当
初
予
算

で
財
源
を
確
保
す
る
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、

緊
急
包
括
支
援
金
に
つ
い
て

本
会
は
「
必
要
に
応
じ
て
更

な
る
積
み
増
し
を
行
う
と
と

も
に
、
令
和
３
年
度
も
継
続

し
て
交
付
す
る
」
よ
う
要
望

し
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、
臨
時
交
付
金

に
つ
い
て
、
政
府
は
今
年
度

予
算
の
１
次
補
正
で
１
兆
円
、

２
次
補
正
で
２
兆
円
計
上
し

て
お
り
、
今
回
の
増
額
で
「
感

染
拡
大
防
止
等
に
向
け
、
本

経
済
対
策
に
伴
い
必
要
と
な

る
支
出
や
地
方
公
共
団
体
に

よ
る
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

効
果
的
・
効
率
的
で
き
め
細

か
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
」

と
し
た
。

ま
た
、
緊
急
包
括
支
援
交

付
金
に
つ
い
て
は
「
都
道
府

県
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

重
点
医
療
機
関
等
の
病
床
確

保
や
軽
症
者
の
宿
泊
療
養
施

設
の
確
保
支
援
、
外
国
人
対

応
の
充
実
な
ど
医
療
提
供
体

制
等
の
強
化
を
図
る
」
と
し
た
。

本
会
が
５
年
延
長
な
ど
を

要
望
し
て
い
た
国
土
強
靭
化

計
画
に
つ
い
て
も
、
事
業
規

模
15
兆
円
程
度
の
新
た
な

「
国
土
強
靱
化
５
か
年
加
速

化
対
策
」（
令
和
３
年
度
～

７
年
度
）
を
取
り
ま
と
め
る

こ
と
を
明
記
。
今
回
の
経
済

対
策
で
財
政
支
出
５・６
兆

円
、事
業
規
模
５・９
兆
円
で

対
策
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

臨
時
交
付
金
１・５
兆
円
増

追
加
経
済
対
策

追
加
経
済
対
策

今
年
度
第
３
弾

「
国
会
で
の
政
策
審
議
の
一
助
に
」

参
議
院
自
民
党
「
地
方
議
会
か
ら
の
『
意
見
書
』
に

関
す
る
Ｐ
Ｔ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
1２
月
16
日
、

参
議
院
控
室
で
開
催
さ
れ
板
橋
衛
本
会
副
会
長
（
横
須

賀
市
）
ら
議
会
三
団
体
の
代
表
が
出
席
、
地
方
議
会
か

ら
の
意
見
書
が
国
会
で
の
政
策
審
議
の
一
助
に
な
る
よ

う
求
め
た
。

平
成
1２
年
の
地
方
自
治
法

改
正
に
よ
り
、
地
方
議
会
は

関
係
行
政
庁
の
ほ
か
、
国
会

に
も
意
見
書
を
提
出
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
参
議
院

自
民
党
は
８
月
、
地
方
議
会

か
ら
の
意
見
書
の
意
義
を
再

認
識
し
、
国
会
に
お
い
て
そ

二之湯参議院議員
PTワーキンググループ座長

板橋副会長
（横須賀市）

の
趣
旨
を
十
分
に
反
映
さ
せ

る
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
、
世
耕
弘
成

参
議
院
議
員
を
座
長
と
す
る

Ｐ
Ｔ
を
設
置
し
た
。
16
日
は

地
方
議
会
で
の
意
見
書
の
現

状
や
取
扱
い
に
関
す
る
実
態

把
握
の
た
め
、
同
Ｐ
Ｔ
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
座
長
＝

二
之
湯
智
参
議
院
議
員
）
に

よ
る
議
会
三
団
体
代
表
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

令
和
２
年
１
月
か
ら
1２
月

参
院
自
民

参
院
自
民「「
意
見
書

意
見
書
」」に
関
す
る

に
関
す
る
PTPT

地
方
議
会
か
ら
の
意
見
書

上
旬
ま
で
に
本
会
へ
報
告
が

あ
っ
た
各
市
議
会
で
可
決

さ
れ
た
意
見
書
の
件
数
は
、

２
５
８
６
件
、
う
ち
約
７
割

に
あ
た
る
１
８
２
４
件
が
国

会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
主

な
内
訳
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴

う
地
方
財
政
の
悪
化
に
対
す

る
地
方
税
財
源
の
確
保
や
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
・
拡
充
、
国
土
強
靭
化

対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。

会
議
に
出
席
し
た
本
会
の

板
橋
副
会
長
は
、
地
方
議
会

に
つ
い
て
、「
請
願
や
陳
情
な

ど
、
住
民
か
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
て
地
域
課
題
の
解
決
に

奮
闘
し
て
い
る
」
と
そ
の
活

動
ぶ
り
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
国
民
の
意
見
を
国
会
に
届

け
る
こ
と
が
で
き
る
手
法
の

一
つ
が
地
方
議
会
か
ら
の
意

見
書
の
提
出
だ
」と
強
調
、意

見
書
が
国
の
政
策
審
議
の
一

助
と
な
る
よ
う
な
制
度
の
構

築
に
向
け
た
議
論
を
求
め
た
。

〇国会は、国民の意見を聴き
ながら、政策を実現させて
いく機関と考えている。
〇地方議会も請願や陳情な
ど、住民からの意見を踏ま
えて地域課題の解決に日々
奮闘している。
〇その国民の意見を国会に直
接届ける手法の一つが、地
方議会からの意見書の提
出である。
〇意見書が国会での政策審
議の一助となる制度の構築
に向けて議論を進めていた
だくようお願いする。

板橋副会長 発言要旨 板橋副会長 発言要旨 

あいさつする世耕弘成参議院議員PT座長
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地
方
六
団
体
代
表
は
11
月

30
日
、
第
14
回
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
担
当
大
臣
と
の

意
見
交
換
会
に
リ
モ
ー
ト
出

席
し
、
第
２
期
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
改
訂
や
令
和
３
年
度
予
算

編
成
・
税
制
改
正
を
め
ぐ
り
、

坂
本
哲
志
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
担
当
大
臣
と
意
見

を
交
わ
し
た
。

野
尻
本
会
会
長
は
、
第
２

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

行
政
デ
ジ
タ
ル
化

デ
ー
タ
分
散
管
理
が
重
要

令
和
２
年
度
第
３
回
「
国

と
地
方
の
協
議
の
場
」
が
1２

月
14
日
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
開

か
れ
、
本
会
か
ら
は
野
尻
哲

雄
会
長
（
大
分
市
議
会
議
長
）

が
出
席
、
デ
ジ
タ
ル
改
革
の

進
め
方
や
令
和
３
年
度
予
算

編
成
・
地
方
財
政
対
策
な
ど

に
つ
い
て
意
見
表
明
し
た
。

野
尻
会
長
は
デ
ジ
タ
ル
改

革
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
の
必
要
性
に
協
力
す
る

と
し
た
上
で
、
▽
住
民
に
よ

る
監
視
社
会
化
へ
の
懸
念
▽

こ
れ
ま
で
各
府
省
・
自
治
体

が
管
理
し
て
い
た
広
大
な

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
デ
ジ
タ
ル

庁
の
統
一
的
な
管
理
体
制
と

な
る
恐
れ
―
を
指
摘
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
取
り
扱
い
は
異

な
る
管
理
主
体
に
よ
る
分
散

管
理
が
大
変
重
要
と
し
、
適

切
な
ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
下
で
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
有
効
活
用
が
推
進
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
整
備
を

求
め
た
。

令
和
３
年
度
予

算
編
成
・
地
方
財

政
対
策
で
は
、
固

定
資
産
税
の
減
収

分
も
含
め
た
来
年

度
一
般
財
源
総
額

の
確
保
・
充
実
と

臨
時
財
政
対
策
債

の
可
能
な
限
り
の

抑
制
を
要
望
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
上
乗
せ
や
緊

急
包
括
支
援
交
付
金
の
増
額

の
ほ
か
、
病
院
ひ
っ
迫
の
状

況
を
踏
ま
え
た
病
院
間
連
携

の
確
立
、「
国
土
強
靱
化
５

か
年
加
速
化
対
策
」
関
連
で
、

道
路
や
橋
梁
な
ど
の
老
朽
化

対
策
支
援
な
ど
も
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
公
立
小
・
中

学
校
へ
の
少
人
数
学
級
実
現

の
推
進
を
要
望
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
地
方
議

会
に
関
す
る
地
方
自
治
法
の

改
正
な
ど
に
つ
い
て
言
及
。

地
方
議
会
の
位
置
付
け
や
議

員
の
職
責
明
確
化
な
ど
を
求

め
、
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議

員
加
入
に
つ
い
て
も
実
現
を

訴
え
た
。

地
方
六
団
体
と
総
務
大
臣

と
の
意
見
交
換
会
が
1２
月
14

日
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
開
か
れ

た
。「
地
方
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
」
を
め
ぐ
り
、
本
会
の
野

尻
哲
雄
会
長
は
、
方
向
性
に

同
意
し
つ
つ
も
、
住
民
が
不

安
を
抱
く
現
状
を
踏
ま
え
て

シ
ス
テ
ム
整
備
を
進
め
る
必

要
性
を
訴
え
た
。

会
長
は
そ
の
背
景
説
明
で

「
住
民
は
我
が
国
が
監
視
社

会
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
漠
然
と
し
た
不
安

を
覚
え
て
い
る
よ
う
だ
」
と

指
摘
。
と
り
わ
け
、
新
た
に

設
置
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
庁
に

よ
る
統
一
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
管
理
に
は
警
戒
感
が
強
い

と
し
て
、
異
な
る
管
理
主
体

に
よ
る
デ
ー
タ
分
散
管
理
が

必
要
と
の
考
え
を
示
し
た
。

本 会本 会

リモート出席する野尻会長（大分市）

国
と
地
方
の
協
議
の
場

国
と
地
方
の
協
議
の
場

自
民
党
総
務
部
会
関
連
・

消
防
議
員
連
盟
合
同
会
議
が

1２
月
14
日
、
W
ｅ
ｂ
会
議
で

開
か
れ
た
。
本
会
の
野
尻
哲

雄
会
長
、
藤
本
泰
也
基
地
協

議
会
会
長
（
岩
国
市
議
会
議

長
）も
リ
モ
ー
ト
出
席
し
、藤

本
会
長
は
令
和
３
年
度
予
算

で
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付

金
の
所
要
額
確
保
な
ど
を
訴

え
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

自
民
党
総
務
部
会

自
民
党
総
務
部
会

基
地
対
策
費
を
要
望

基
地
対
策
費
を
要
望

藤本基地協会長
（岩国市）

デ
ジ
タ
ル
化 

住
民
不
安
踏
ま
え
て
併
せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

伴
う
学
習
・
健
康
面
な
ど
で

の
負
の
側
面
も
幅
広
く
検
証

新
た
な
過
疎
対
策
法
制
定
を

地
方
創
生
大
臣
と
の
意
見
交
換

総
務
大
臣
と
六
団
体 

意
見
交
換

す
る
よ
う
要
望
。
整
備
に
関

わ
る
地
方
負
担
へ
の
財
政
措

置
も
訴
え
た
。

次
創
生
総
合
戦
略
で
▽
過
疎

対
策
事
業
債
の
継
続
な
ど
総

合
的
な
過
疎
対
策
の
充
実
強

化
、
新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
▽
「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年

緊
急
対
策
」の
事
業
拡
大
、緊

急
対
策
の
５
か
年
延
長
▽
地

方
創
生
関
係
交
付
金
の
更
な

る
改
善
▽
社
会
基
盤
整
備
の

地
方
創
生
に
つ
な
が
る
長
期

構
想
と
し
て
の
総
合
戦
略
へ

の
盛
り
込
み
―
を
要
望
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
予
算

編
成
に
向
け
、
地
方
創
生
の

推
進
と
安
定
的
な
一
般
財
源

総
額
の
確
保
・
充
実
な
ど
を

求
め
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
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陥 没 事 故陥 没 事 故
早急な原因究明を早急な原因究明を

10
月
18
日
に

調
布
市
で
発
生

し
た
道
路
陥
没

は
、
直
下
の
東
京

外
か
く
環
状
道

路
本
線
ト
ン
ネ

ル
工
事
が
原
因

で
は
な
い
か
と

み
ら
れ
て
い
る
。

高
速
道
路
建

設
促
進
を
重
要

項
目
と
し
て
活

動
し
て
い
る
全
国
高
速
自
動

車
道
市
議
会
協
議
会
の
神
野

義
孝
会
長
（
御
殿
場
市
議
会

議
長
）
は
1２
月
７
日
、「
本
協

議
会
は
我
が
国
の
高
速
道
路

網
の
一
刻
も
早
い
完
全
整
備

を
要
望
し
て
い
る
が
、
そ
の

建
設
に
際
し
て
は
地
域
住
民

の
安
全
安
心
が
最
優
先
で
あ

る
」
と
し
て
①
早
急
な
原
因

究
明
②
住
民
の
不
安
払
拭
の

め
の
丁
寧
な
説
明
、
自
治
体

と
の
緊
密
な
情
報
共
有
―
な

ど
を
赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
相
、

東
日
本
高
速
道
路
に
要
請
し

た
。【要

請
文
は

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
】

神野会長
（御殿場市）

高速協
会 長

自
民
、
公
明
両
党
は
1２
月

10
日
、
令
和
３
年
度
税
制
改

正
大
綱
を
決
定
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

広
が
る
中
、
土
地
所
有
者
の

負
担
抑
制
の
た
め
固
定
資
産

税
を
今
年
度
税
額
に
据
え
置

く
。
自
動
車
税
の
環
境
性
能

割
や
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
で
利

用
者
の
負
担
軽
減
策
を
講
じ

る
。税

収
減
と
な
る
地
方
は
環

境
性
能
割
な
ど
に
よ
る
影
響

額
を
国
費
で
補
て
ん
を
受
け

る
が
、
地
域
に
応
じ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
は
一
般
財

源
総
額
の
充
実
確
保
が
不
可

欠
と
し
て
、
本
会
は
引
き
続

き
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の

構
築
を
求
め
て
い
く
方
針
だ
。

今
回
の
税
制
改
正
で
地
方

に
と
っ
て
最
大
の
焦
点
は
固

定
資
産
税
と
、
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割

の
扱
い
だ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
土
地
に
か
か

る
固
定
資
産
税
は
、
税
額
が

増
え
る
可
能
性
が
大
き
い
と

し
て
、
商
業
地
だ
け
で
な
く

宅
地
も
含
め
軽
減
措
置
を
求

め
る
声
が
上
が
り
、
本
会
な

ど
は
「
固
定
資
産
税
は
市
町

村
財
政
を
支
え
る
最
も
重
要

な
基
幹
税
。
安
定
的
な
税
収

確
保
に
向
け
た
特
段
の
配

慮
」
を
強
く
求
め
て
い
た
。

大
綱
に
よ
る
と
、
今
年
１

月
１
日
の
地
価
公
示
価
格
を

基
準
に
実
施
す
る
３
年
に
一

度
の
「
評
価
替
え
」
の
結

果
、
税
額
計
算
が
上
が
る
商

業
地
、
宅
地
な
ど
す
べ
て
の

土
地
に
つ
い
て
、
今
年
度
税

額
に
据
え
置
き
、
下
が
る
場

合
は
税
額
を
下
げ
る
。
こ
の

負
担
軽
減
策
は
令
和
３
年
度

限
り
の
「
特
別
な
措
置
」
と

す
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
途
、

「
税
負
担
の
公
平
性
、
市
町

村
の
基
幹
税
で
あ
る
固
定
資

産
税
の
充
実
確
保
の
観
点
か

ら
、
負
担
調
整
措
置
の
あ
り

方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

を
行
う
」
と
し
た
。

今
年
度
末
で
期
限
が
切
れ

る
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
の
軽
減
措
置

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
末

ま
で
９
カ
月
延
長
し
、
新
た

な
２
０
３
０
年
度
燃
費
基
準

の
下
で
税
率
区
分
を
見
直
す
。

延
長
に
伴
う
減
収
額
は
、

地
方
特
例
交
付
金
に
よ
り
全

額
、
国
費
負
担
す
る
。

環
境
性
能
割
は
、
自
動
車

購
入
額
の
１
～
３
％
を
燃
費

に
応
じ
て
課
税
す
る
制
度
。

令
和
元
年
10
月
の
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

１
％
分
割
り
引
く
軽
減
措
置

が
１
年
限
り
で
導
入
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
加
わ
り
、
今
年
度

末
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
た
。

本
会
は
環
境
性
能
割
に
つ

い
て
、
更
な
る
軽
減
措
置
の

延
長
は
行
わ
な
い
よ
う
求

め
、「
万
一
、
延
長
す
る
場

合
は
地
方
税
の
減
収
分
に
対

し
、
国
費
に
よ
る
補
て
ん
措

置
を
必
ず
講
じ
る
」
よ
う
要

望
し
て
い
た
。
ま
た
、
適
用

区
分
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
税
制
の
グ
リ
ー
ン
化
機

能
を
維
持
・
強
化
す
る
観
点

か
ら
、
基
準
の
切
り
替
え
と

重
点
化
を
求
め
て
い
た
。

第
６
回
防
災
推
進
国
民
会

議
が
1２
月
15
日
、
首
相
官
邸

で
開
催
。
本
会
か
ら
は
野
尻

哲
雄
会
長
（
大
分
市
議
会
議

防災推進国民会議の模様
（写真提供＝首相官邸）

固
定
資
産
税
据
え
置
き

車
環
境
軽
減
は
９
カ
月
延
長

令和 3 年度
与党税制大綱

長
）
が
リ
モ
ー
ト
出
席
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
で
あ
る
菅

義
偉
内
閣
総
理
大
臣
は
令
和

２
年
７
月
豪
雨
の
被
災
者
へ

の
追
悼
と
お
見
舞
い
の
言
葉

を
述
べ
た
後
、
頻
発
・
激
甚

化
す
る
災
害
対
応
へ
の
協
力

を
求
め
る
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

会
議
で
は
防
災
推
進
国
民

会
議
の
今
後
の
活
動
方
針
に

つ
い
て
決
定
し
た
ほ
か
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
や
構
成
団
体

等
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
大
綱
で
は
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
を
13
年
間
受

け
ら
れ
る
所
得
税
・
個
人
住

民
税
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、

適
用
条
件
で
あ
る
入
居
期
限

を
令
和
４
年
末
ま
で
２
年
間

延
長
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
う
ち
、
個
人
住
民
税

は
、
前
年
分
の
所
得
税
で
控

除
し
切
れ
な
か
っ
た
金
額
が

あ
る
場
合
、
翌
年
度
の
個
人

住
民
税
で
税
額
控
除
す
る
仕

組
み
。
２
年
延
長
に
よ
る
地

方
減
収
分
は
国
費
で
補
て
ん

す
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

防
災
推
進
国
民
会
議

防
災
推
進
国
民
会
議

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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新
庁
舎
落
成結城市役所新庁舎

（写真提供＝結城市）
議場

（同左）

▽
結
城
市
（
茨
城
県
）

〒
３
０
７
―
８
５
０
１

結
城
市
中
央
町
２
―
３

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
５
階
。
議

場
は
、
高
級
絹
織
物
「
結
城

紬
」
の
反
物
を
干
し
て
い
る

風
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
線

主
体
の
構
造
。
シ
ン
プ
ル
な

中
に
も
結
城
な
ら
で
は
の
デ

ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

近こ
ん
ど
う
て
つ
お

藤
哲
男
氏
（
所
沢
市

議
会
議
長
）
11
月
２9
日
逝

去
、
７1
歳
。
葬
儀
は
1２
月
10

日
、
市
内
で
執
り
行
わ
れ
た
。

喪
主
は
妻
の
和
子
さ
ん
。

訃  

報

長
谷
川
議
長
の
話

長
谷
川
議
長
の
話

最終回

部
会
長
市
紹
介

部
会
長
市
紹
介

市　章

青

森

市

青

森

市

長谷川章悦 議長

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
２７
万
８
６
０
７
人

（
令
和
２
年
1２
月
１
日
）

▽
面
積　
８
２
４
・
6２
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
江
戸
時
代

の
東
北
二
大
街
道
、奥
州
、羽

州
両
街
道
の
発
着
地
に
当
た

り
、
昔
か
ら
交
通
の
要
衝
と

し
て
栄
え
て
き
た
。
明
治
31

年
４
月
市
制
施
行
。
平
成
1７

年
4
月
に
旧
浪
岡
町
と
合
併

し
、
現
在
の
市
に
。
同
18
年

10
月
中
核
市
移
行
。
令
和
元

年
11
月
連
携
中
枢
都
市
宣
言
。

翌
1２
月
青
森
圏
域
連
携
中
枢

都
市
圏
形
成
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
「
青
」の
字
を

模
擬
し
て
市
章
を
作
成
し
た
。

見
を
聞
く
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
年
末
ま
で
実
施
し
た
。

上
部
の
「「
龶龶」は
、
」は
、
北
斗
七
星

に
な
ぞ
ら
え
、
星
印
の
７
つ

の
突
角
で
表
し
て
青
森
が
本

州
の
北
端
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。
下
部
「
月
」
は
、
丸

い
月
を
そ
の
ま
ま
円
で
表
現

し
た
。
市
の
木
は
「
あ
お
も

り
と
ど
ま
つ
」。
市
の
花
は

「
は
ま
な
す
の
花
」、
市
の
鳥

は
、
り
ん
ご
園
を
中
心
に
生

息
す
る
ふ
く
ろ
う
。
市
の
昆

虫
は
ホ
タ
ル
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

35
人
（
現

在・男
性
２8
人
、
女
性
７
人
）

▽
前
回
選
挙　
平
成
30
年
10

月
２8
日
。
立
候
補
39
人
。
投

票
率
41
・
41
％
（
令
和
２
年

11
月
１
日
補
欠
選
挙
）　

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
議
会

基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
民

と
触
れ
合
う
「
議
員
と
カ
ダ

る
会
」
を
毎
年
開
催
し
て
き

た
が
、
令
和
２
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
断
念
。
代
わ

り
に
市
政
・
市
議
会
へ
の
意

八甲田の樹氷
（写真提供＝青森市）

狛
江
市
は
11

月
２２
日
、
議
会

本
会
議
場
を
市

民
の
結
婚
式
場

と
し
て
活
用
し

た
。
石
井
功
議

長
、
松
原
俊
雄

市
長
も
挙
式
に

参
列
、
同
意
案
件
の
審
議

と
い
う
模
擬
議
会
の
趣
向

も
凝
ら
し
た
。

市
制
施
行
50
周
年
の
記

念
事
業
で
企
画
。「
い
い（
11
）

夫
婦（
２２
）」
の
ご
ろ
合
わ

せ
で
こ
の
日
を
選
び
、議
場

挙
式（
無
料
）の
希
望
者
を

募
っ
た
と
こ
ろ
、市
在
住
の

カ
ッ
プ
ル
が
応
募
し
た
。

市
長
に
よ
る
「
婚
姻
」

案
件
の
提
案
理
由
説
明
や
、

議
員
席
に
座
っ
た
友
人
達

と
の
間
の
質
疑
も
あ
り
、

最
後
は
投
票
で
の
同
意
採

決
と
い
う
演
出
が
さ
れ
た
。

令
和
元
年
の
台
風
19
号

被
災
時
に
議
場
を
避
難
所

と
し
て
開
放
し
た
同
市
議

会
。
新
た
な
議
場
活
用
策

と
な
っ
た
こ
の
企
画
に
つ

い
て
、
石
井
議
長
は
「
令

和
3
年
も
是
非
、
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

（写真提供＝狛江市）

「「模擬議会模擬議会」 」 結婚式結婚式
狛江市狛江市

本
市
は
、
青
森
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
八
甲
田
連

峰
や
陸
奥
湾
な
ど
の
美
し
い

自
然
に
囲
ま
れ
、
四
季
折
々

の
景
観
や
、
り
ん
ご
、
カ
シ

ス
、
ナ
マ
コ
や
ホ
タ
テ
な
ど

豊
富
な
食
材
に
恵
ま
れ
て

お
り
、
ま
た
、
地
酒
で
あ

る
「
田
酒
」
が
有
名
で
す
。

夏
に
は
、
日
本
を
代
表
す
る
火

祭
り
で
あ
る
「
青
森
ね
ぶ
た

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。三
内

丸
山
遺
跡
・
小
牧
野
遺
跡

な
ど
と
い
っ
た
文
化
や
歴
史

な
ど
も
有
し
て
お
り
、「
北
海

道
・
北
東
北
を
中
心
と
し
た

縄
文
遺
跡
群
」
と
し
て
世
界
遺

産
登
録
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
御
来
訪
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

八や
ぎ
た
か
あ
き

木
高
明
氏
（
姫
路
市

議
会
議
長
）
1２
月
２1
日
逝

去
、
７8
歳
。
告
別
式
は
1２
月

２3
日
、
市
内
で
執
り
行
わ
れ

た
。
喪
主
は
長
男
の
精
吾
さ

ん
。


